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努力目標達成のための指標　教育総務課

H30年度実績値 2019年度目標値

長田・新居小学校再編計画
新居小学校既設校舎改築事業

＊統合校舎整備のうち、既設校舎解体工事及び
新校舎の建築工事を行った。

進捗率50％ 進捗率100％ 620,680 継続

統合のため、学習環境
の改善を進める必要
がある。令和２年の統
合のため新校舎等の
整備を継続し実施す
る。

阿山地区小学校再編計画
＊阿山小学校と玉瀧小学校の小学校統合を推進
するため、玉滝地区及び玉滝小学校PTAとの協
議を行った。

進捗率85％ 進捗率90％ － 継続

＊阿山小学校と玉瀧小
学校の小学校統合を推
進するため、玉滝地区及
び玉滝小学校PTAとの
協議を行った。令和3年
の統合に向けて継続して
実施する。

上野南部地区小学校再編計画
＊依那古小学校と神戸小学校、比自岐小学校の
統合について、神戸小学校PTAとの協議を行っ
た。

進捗率10％ 進捗率30％ － 継続

＊依那古小学校と神戸
小学校、比自岐小学校
の統合について、神戸小
学校PTAとの協議を行っ
た。統合に向けて継続し
て実施する。

上野西小学校屋内運動場改修
事業

上野西小学校大規模改造事業を実施するにあた
り、設計業務委託を実施した。

進捗率20％ 進捗率100％ 4,720 継続

上野西小学校大規模改
造事業を実施するにあた
り、設計業務委託を実施
した。事業を継続し、大
規模改造工事を実施す
る。

新小学校給食センター建設事
業

新小学校給食センターの整備を行うため、給食セ
ンター用地を取得し、配送校給食室改修工事実
施設計業務委託を実施しました。

進捗率30％ 進捗率100％ 39,485 継続

新小学校給食センターの
整備を行うため、給食セ
ンター用地を取得し、配
送校給食室改修工事実
施設計業務委託を実施
した。令和2年供用開始
に向けて継続して事業を
実施する。
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【藤本委員】
〇統合前の各小学校をサポー
トしていた地域の支援体制を
統合後もできるだけ有効に維
持・活用されたい。
【岡山委員】
〇来年度実施に向けての最終
的な環境整備を願う。
地域合意の問題点を再検討し
ながら早く進めてもらいたい。
足踏み状態が長いと、当初の
児童数と現況の児童数ではか
なりの違いが生じてきているの
ではないか。別角度からの検
討も必要では？

【岡山委員】
〇ゴールは見えているので一
日でも早い実施を望みます。

評価委員の意見取組事業名
事業概要

(H30年度の取組内容）

指　標
自己評価

決算額
（千円）

方向性
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2018年度実績値 2019年度目標値
○各小中学校（園）に学校評議員、学校評価委
員を配置し、家庭や地域と連携し、地域や社会
に開かれた学校づくりを推進した。
○学校運営協議会の運営により、保護者と地域
住民等の学校運営への参画を促し、学校、保護
者、地域住民が一体となって心豊かで健やかな
子どもたちの育成を図った。
○学校支援地域本部事業を推進し、学校と地域
が一体となって子どもたちを育て、地域とともに
ある学校づくりを進めた。

設置者による評価
値
小中学校　85.0点
幼稚園　　 85.0点

市民の意見を取り
入れて学校改善を
行っていると感じ
ている保護者の割
合:90％

設置者による評価
値
小中学校　85.0点
幼稚園　　 85.0点

市民の意見を取り
入れて学校改善を
行っていると感じ
ている保護者の割
合:90％

継続

一定の評価は得ている
ものの、今後も各校（園）
が、情報を積極的に発信
し、理解と協力を求める
必要がある。

○学力向上推進事業、人権同和教育研究事業、
キャリア形成事業の三事業を実施し、各小中学
校長が作成する「学校マニフェスト」の実現を図っ
た。

「人の役に立つ人
間になりたい」と思
える児童生徒の割
合:95％

「人の役に立つ人
間になりたい」と思
える児童生徒の割
合:97％

継続

高い数値となっている。
取組の継続とともに、児
童生徒が自己有用感の
持てる学校（園）教育が
求められる。

2
・
22

確かな学力
の形成

生活体験に
即し、興味や
欲求を生か
した適切な指
導

学力向上推進事業

○各小中学校で学力向上アクションプランを作
成し、計画・実行・評価・改善のサイクルを定着に
努めた。
○伊賀市学力向上プロジェクト委員会を実施し、
課題の分析、解決に向けた取り組みへの提言等
をおこなうとともに、学力向上改善研修会を開催
した。
○中学校１年生で標準学力検査を実施した。
学力向上アドバイザーを各小中学校に派遣し
た。
○「家庭学習・読書のすすめ」を作成し、小学校１
年生、中学校１年生に配付した。
○全国学力・学習状況調査（国費）、みえスタ
ディ・チェック（県費）を実施した。

標準学力検査に
おける市内小中学
校の平均点の全
国比中学校：96.8

標準学力検査に
おける市内小中学
校の平均点の全
国比中学校：107

3,723 継続

学力の向上は、児童生
徒、保護者、地域の願い
であり、最重要課題の１
つである。今後も課題分
析と、その解決に向け、
学校、教育委員会が取
組を進める。

【藤本委員】
〇高い目標は望ましいが、状
況分析を土台にして、当面平
均点に近づく諸方策を継続さ
れたい。
【加納委員】
〇NRTと全国学調とが混ざって
きて非常にはんざつではない
か。
【岡山委員】
〇更なる目標値の引き上げと
共に、落ちこぼれのない全体
のレベルアップを目指してほし
い。
【西井委員】
〇本事業が、とりわけ学力面
や生活面で厳しい状況に置か
れている子どもや保護者に展
望を与えるものになることを切
に願う。
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指　標

【藤本委員】
〇各学校の評議員が会議に限
らず年間を通じて、学校の助
言、協力ができる体制づくりを
望みたい。教員の働き方改革
でも外部意見を大いに取り入
れてはどうか。
マニフェスト作成過程において
校長と教員が同じレベルの認
識を持てるよう、確認徹底され
たい。
【岩佐委員】
〇保護者の賛同が高いことは
評価されますが、10％の意見
にも耳を傾め、考慮できること
があれば改善に努められた
い。
【岡山委員】
〇引き続き地域とともにある学
校づくりを充実してもらいたい。

決算額
（千円）

14,482
1
・
21

創造的で活
力ある学校、
地域とともに
ある学校づく
り

創造的で活
力ある園づく
りの推進

地域とともに学校マニフェスト
推進事業
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2018年度実績値 2019年度目標値
評価委員の意見
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属
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施
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努力目標 取組事業名
事業概要

(2018年度の取組内容）
指　標 決算額

（千円）

確かな学力
の形成

生活体験に
即し、興味や
欲求を生か
した適切な指
導

教職員研究研修経費

○部会別教育研究活動の充実を図った。
○職場教育研究交流会、夏季教育講演会を開
催した。
○研究指定校研究推進事業の充実を図った。
（久米小学校、大山田小学校、中瀬小学校、大
山田中学校）

研修講座への参
加人数
参加者数：1,094人
（H30年度は、伊
賀市教育研究集
会が台風のため
中止となった。）

研修講座への参
加人数
参加者数：1,500人

5,643 継続

経験の浅い若手教員の
割合が増加していること
から、指導力の向上が課
題であり、今後も充実を
図りたい。

【加納委員】
〇若手教職員の増加から教師
力向上を目的とした研修の機
会が、ますます重要である。さ
らに参加教員の意欲を促す取
り組みを期待する。
【岩佐委員】
〇〇若者を育てるには、ご苦
労もありますが、先輩、熟練者
がよき手本となる行動や姿勢
が大切かと思います。また、相
談できる雰囲気、環境づくりも
必要かと思います。
【岡山委員】
〇最近の教職員の働き方の問
題の解決と共に参加者の充実
を求める。

   3

人権・同和教
育の積極的
な推進及び
差別解消に
取り組む実
践的な人間
の育成

人権・同和教育の
推進を「十分図れ
た」「図れた」学校
数：31校

人権教育カリキュ
ラムの見直しを
「十分図れた」「図
れた」学校数：31
校

継続

【藤本委員】
〇人権同和教育の努力に敬意
を表する。障がい者、外国人、
LGBTなど新たな視点や認識
の変化に応じた人権教育に努
力をお願いしたい。
【加納委員】
〇差別発言が多数報告される
現状については、個々の事象
を丁寧に解決に向けた取り組
みを進めていることと思うが、
地域や家庭を巻き込んだ啓発
は、学校から発信するしかな
い。ひるむことなく取り組みを
継続してほしい。
【西井委員】
〇差別事件、事象の報告が
100件を超えて報告されている
現状と市内ほとんどの学校が
自校の人権同和教育推進を
「十分図れた」「図れた」と答え
ていることにギャップを感じる。

24
人権・同和教
育の推進

学校（園）の教職
員の人権のつど
い・研修会・地区
懇談会等参加回
数：
5回以上

学校（園）の教職
員の人権のつど
い・研修会・地区
懇談会等参加回
数：
5回以上

継続

子
ど
も
た
ち
が

、
未
来
に
夢
や
希
望
を
持
て
る

学
校
教
育
課

人権同和教育推進事業

○伊賀市人権同和教育基本方針に基づいた研
究テーマを設定し、人権・同和教育の研究と実践
を行った。
＊幼稚園・小中学校全教職員で学校人権・同和
教育部会を組織し、全市的に人権・同和教育の
研究と推進を行った。

3,530

児童生徒の学校におけ
る人権侵害(差別事象)の
現状は、障がいにかか
わる差別発言や外国人
に対する発言等、依然と
して多い。今後も地域や
家庭、様々な関係機関と
連携しながら、取組を進
めていく必要がある。
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2018年度実績値 2019年度目標値
評価委員の意見
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(2018年度の取組内容）
指　標 決算額

（千円）

4
キャリア教育
の推進

キャリア教育推進事業

○「自分発見！中学生・地域ふれあい事業」にお
いて、全１０中学校で職場体験活動を実施した。
○各学校における発達段階に応じた教育課程の
あり方を研究した。
○「伊賀市キャリア教育研修会」を開催し、児童
生徒の社会的・職業的自立に向けた指導のあり
方等について、研修を深めた。 「自分の生き方や

進路を深く見つめ
ることが出来た」と
答えた生徒の割
合：88％

「自分の生き方や
進路を深く見つめ
ることが出来た」と
答えた生徒の割
合：90％

2,508 継続

職場体験のみならず、児
童生徒が自らのキャリア
ビジョンを持てるようキャ
リア教育を充実させてい
く。

【東　委員】
〇キャリア教育の重要性、必
要性について、また、各校の連
携が整っていないということで
あるが、調整、交流を図ってほ
しい。
【岩佐委員】
〇経験から生きがいや生き方
につながるような職場体験を期
待したい。
【岡山委員】
〇自分の将来を考えるきっか
けとしても重要な事業であるた
め、引き続き精査・拡大に努め
られたい。

7

23

生徒指導の
充実及び健
全な児童生
徒の育成

豊かな情操
の芽生えと
望ましい生
活習慣の育
成

生徒指導推進事業

○各学校において家庭訪問、巡視・補導、関連
機関との連携・対応、捜査活動等の生徒指導活
動に取り組むとともに、教育相談体制・生徒指導
体制を整備し、教育相談員等と連携しながら問
題行動の早期発見・早期の対応や未然防止に
取り組んだ。
○スクール・ソーシャル・ワーカーを2人配置し,学
校からの要望に基づいて、家庭支援や制度利用
支援を行っています。
○全小中学校で学級満足度調査(Q－U調査)を
試行し、調査の方法・活用等の理解を図った。
○全学校にいじめ問題相談員を配置し、地域に
おいてもいじめ問題に相談できる体制を作利に
努めた。

小中学校における
問題行動発生件
数：39件

小中学校における
問題行動発生件
数：0件

4,225 継続

関係機関との連携を強
化しながら、問題行動へ
の対処にとどまらず、未
然防止に向けた取組を
進める。

【東　委員】
 〇伊賀市では、体罰などの相
談はないと思うが、いじめ問題
は残念ながらなくなっていな
い。
〇不幸な子供たちを増やさな
いため、日々の注意、体制作り
を希望する。
【岡山委員】
〇(取組事業全般に、この指標
に表れている数字が何となく不
安にならざるを得ない。人権同
和教育の分野でも述べたが、
数字にとらわれすぎであること
の象徴でもあると思う。ヒヤリン
グ時に訂正がなされたものの
改めて考えてもらいたいことで
ある。)　　　　　　　　　　　　　Ｑ-
Ｕ調査の継続とともに、スクー
ルソシャルワーカーの増員もま
だまだ必要ではないかと思う。
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8

28

29

不登校児童
生徒への理
解と社会的
自立に向け
た支援の推
進

教育相談の
実施

不登校児童
生徒の支援

不登校児童生徒支援事業

○伊賀市教育研究センター（ふれあい教室）で、
不登校児童生徒に対する適応指導活動、児童・
生徒及び保護者との教育相談活動を実施した。
○不登校の実態把握に努めるとともに、教育相
談に関わる教職員研修を実施した。

不登校児童生徒
の好ましい状況変
化の割合:
88％

不登校児童生徒
の好ましい状況変
化の割合:
100％

5,769 継続

関係機関と連携しながら,
きめ細かい取組を進める
とともに、教育相談の充
実を図る。

【藤本委員】
〇民間の協力組織や専門機
関の先進的な知見を積極的に
取り入れてほしい。
【加納委員】
〇「教育相談の充実」とある
が、指導者である教職員が指
導と相談を両方受け持つのは
限界があっると思う。公私問わ
ず専門機関の情報を発信して
ほしい。
【岩佐委員】
〇デリケートな問題化と思いま
すが、信頼関係のある（でき
る）場所としての環境づくりをお
願いしたい。
【岡山委員】
〇ふれあい教室の更なる充実
が必要ではないかと思う。

10
子どもたちの
安全・安心の
確保

教育振興一般経費

○教育活動サポーターの配置、自転車ヘルメット
の配付・「子どもSOSの家」旗及び注意喚起看板
等の購入により、児童生徒の安全を確保した。 登下校中の小中

学生の交通事故
発生件数
１２件

登下校中の小中
学生の交通事故
発生件数
0件

23,984 継続

児童生徒の安全の確保
に向け、今後も地域の協
力を得ながら取組を進め
ていく。

【藤本委員】
〇不審者情報の迅速な共有と
ともに、地域住民の既存のサ
ポート体制の維持に努めてほ
しい。

11
・
26

特別支援教
育の充実

個別の支援
を要する幼
児について
の深い理解
と実態に即し
た適切な指
導

特別支援教育充実事業

○教育支援員、特別支援教育支援員を配置し、
児童生徒のニーズにあった支援を行う体制を
作った。
○児童生徒の正しい理解のために専門機関によ
る巡回相談を実施し、適切な支援につなげた。

教育学習支援員・
特別支援教育支
援員配置:
42.5人

教育支援員・特別
支援教育支援員
配置:
44人

61,365 継続

支援を必要としている児
童生徒の割合は増加し
ている。ニーズに応じた
支援が今後増々必要で
ある。

【加納委員】
〇支援が必要な児童生徒が
547名で支援員44名配置で充
実した支援ができるのか、学級
設置数も増えているだろうが、
市としての幼児期からの育ちを
追った特別支援体制の見直し
をする必要があるのではない
か。
【岩佐委員】
〇現代社会において増加傾向
にあり、さまざまの分野からも
社会的にも警告意識を持って
いただきたい。
【岡山委員】
〇更なる特別支援教育の充実
を願う。

子
ど
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、
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学
校
教
育
課

子
ど
も
た
ち
が

、
未
来
に
夢
や
希
望
を
持
て

る 13

外国人児童
生徒に対す
る教育の充
実と多文化
共生教育の
推進

外国人児童生徒支援事業

○初期適応指導教室（チャレンジ教室）を開校し
た。
○「外国人児童生徒と保護者のための進路ガイ
ダンス」を実施した。
○日本語指導者研修会を開催した。
○外国人児童生徒日本語指導補助員を配置し
た。
○日本語指導コーディネーターを派遣した。
○教育相談、保護者への説明の際の通訳派遣、
翻訳支援を実施した。

高校進学率（H30
年度卒業生）：
97.4%

高校進学率（H31
年度卒業生）：90%

6,482 継続

外国にルーツを持つ児
童生徒の割合は増加し
ている。進路保障を見据
えた取組が今後も重要
だと考えている。

【藤本委員】
〇「進路ガイダンス」の行事が
継続されてきた。官民の努力
に敬意を表したい。
日常的に外国人保護者と児童
生徒が気軽に進路相談できる
機会を工夫して増やしていただ
きたい。
【加納委員】
〇外国人児童生徒が増加する
中、伊賀市の支援体制や進路
保障を継続して進めてほしい。
【岡山委員】
〇出身国の多様化にあった人
材育成に努められたい

14
外国語教育
の推進

英語指導助手招へい経費

○外国語活動指導助手（ＪＥＴプログラム事業）を
各中学校へ派遣した。
○外国語活動指導助手（直接任用）を各小学校
へ派遣した。
○小学校外国語指導者研修会を実施した。

・中学校１クラスあ
たりのALT派遣日
数:約8.9日

・中学校１クラスあ
たりのALT派遣日
数：約9日

20,268 継続

小学校５・６年生の英語
教育の実施、中学校の
英語教育の充実に向け
た課題など、事業のニー
ズはさらに高まっている
と考えている。

【藤本委員】
〇小学校の英語教育の人材
養成のため市独自の取組みに
今後とも努力されれたい。
【加納委員】
〇本年度実施された全国学調
から英語科について多くの課
題が議論されている。ALT派遣
がその課題克服の一助となる
よう学校での授業づくりを充実
させてほしい。
【東　委員】
〇 ALTが3人に減ったことで、
ALTの負担が増す、あるいは、
英語教育が行き届かないとい
うことが無いように望みます。
【岡山委員】
〇小学校での英語教育に対応
出来うる教員のレベルアップに
一層励んでもらいたい。

27
教育研究の
推進充実

教育研究センター管理運営費

○教育研究センターの管理運営を行った。。
　・学校教育及び社会教育関係者の研修会等を
開催した。
　・教職員、学校、地域の連携等、教育活動の推
進が図れるよう支援に努めた。

会議室使用延べ
人数:
11、450人
  

会議室使用延べ
人数:
12,000人

6,820 継続

今後も積極的な運用を
促進していきたい。

【岡山委員】
〇意義ある研修会を望むととも
に、将来、生涯学習や地域で
の学習会等の分野でも活躍で
きる人材の育成としても考えて
いってほしい。
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給
食
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
た
ち
が

、
安
心
し
て
学
べ
る

20
学校給食の
充実

学校給食管理事業

＊JAなどの物資納入業者と連携し、物資の確保
や価格の調整を図りながら、地場産、特に伊賀
産品の優先的に取り入れた。
＊地元食材を紹介する「給食だより」を発行し、
市ホームページでは中学校給食の献立表を掲
載した。
＊施設見学、中学生の職場体験受入れなどによ
り、学校給食業務の啓発を行った。

地場産食材（県内
産・伊賀産）購入
率（年間平均）
３センター平均
28.0％
・いがっこ給食セ
ンター夢：30.0％
・阿山給食セン
ター：29.0％
・大山田給食セン
ター：26.0％

地場産食材（県内
産・伊賀産）購入
率（年間平均）
３センター平均：
30.0％
・いがっこ給食セ
ンター夢：30.0％
・阿山給食セン
ター：30.0％
・大山田給食セン
ター：30.0％

160,628 継続

安心・安全な給食を提供
する上で、児童・生徒・保
護者に給食を知ってもら
う、意見を言ってもらうこ
とが重要である。そのた
めに、啓発に力を入れ、
保護者には試食会を実
施、生徒に対しては給食
メニューのリクエストを出
してもらう、また、生徒に
対し実際に調理している
映像を見せて、食育の授
業をするなどを試みた。
すべての試みで、それぞ
れの反応がよかったの
で、満足できる結果と
なったが、これからも、新
たな手法を考えながら啓
発には力を入れ続けた
いと考える。

【藤本委員】
〇生徒への給食啓発努力工
夫に敬意を表し、今後とも努力
に期待したい。
【岩佐委員】
〇安心安全な食品、アレル
ギー対応など様々な問題があ
り、ご苦労なことと思いますが、
残飯状況から新たな改善策に
取り組んではどうでしょう。

－7－



2018年度実績値 2019年度目標値

1
社会教育の
推進

成人式開催経費

成人式式典
平成３１年１月１３日（日）　午１１時３０分から
○中学校区別（９ヶ所）で開催
　　崇広中学校区　（ハイトピア伊賀５階）
　　城東中学校区　（前田教育会館蕉門ホール）
　　緑ケ丘中学校区　（ヒルホテルサンピア伊賀）
　　上野南中学校区　（ゆめぽりすセンター）
　　柘植・霊峰中学校区　（ふるさと会館いが）
　　阿山中学校区　（あやま文化センター）
　　島ヶ原中学校区　（島ヶ原温泉多目的ホー
ル）
　　大山田中学校区　（どんぐりホール）
　　青山中学校区　（青山ホール）
　　　対象者　　９１０名
　　　参加者　６８８名

 
 
 

参加率：75％ 参加率：75％ 1,712 継続

実行委員募集の葉書を
対象者へ直送すること
で、自ら進んで応募の新
成人が増えた。

【藤本委員】
〇各地区で様々なアイデアを
取り入れ運営に努力している。
マンネリ化に陥らないよう今後
とも活発な議論と工夫を続けて
ほしい。
【岩佐委員】
〇徐々に中学校区のスタイル
が定着しつつありますが、マン
ネリ化にならないよう努力して
いただきたい。
【岡山委員】
〇他の中学校卒業生や転入
者が参加しやすくなったことは
よいことである。

3
地域づくりの
支援

生涯学習推進啓発事業

*自治協役員や公民館職員を対象に住民力を高
める市民交流としてまちづくりのための勉強会を
開催した。（２回）
*地域課題や活動事例についての交流、専門家
の指導による講習などを通して地域における学
びの交流会を開催した。（５回）

参加者数：160名 参加者数：160名 54 完了

今後の地区間交流を深
める意図で、地域活動を
一つの冊子にまとめるこ
とを目標に３月末に作
成・配布することができ
た。今後は、活動事例を
基に地区間交流を深め
るきかっけづくりを行って
いく必要がある。

【東　委員】
 〇きめ細かい勉強会の成果
が出て自治協にまちづくりの意
識が高まっているように思う。
ただ、運営資金を切りつめなけ
ればならないところもあり、難し
いところである。
【岩佐委員】
〇冊子を作ることで完了に終
わらないよう地区間の交流を
深める具体的な取り組みを望
みます。
【岡山委員】
〇ある一定の評価につながる
ものの、今後は自主的な市民
参加や協力体制がさらに進む
ことを期待する。

生
涯
学
習
課

　
生
涯
を
通
じ

、
生
き
が
い
を
持
ち
活
動
で
き
る

評価委員の意見
所
属

事業概要
(2018年度の取組内容）

指　標
方向性

施
策

努力目標 取組事業名
決算額
（千円）

内部評価
（方向性）
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決算額
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内部評価
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教育集会所交流事業

伊賀市教育集会所交流事業　「みんなよっとい
で！」を実施しました。
　参加者数：196名
（参加児童・生徒、引率スタッフ、指導者含む）
　内容：各教育集会所で開催している地区学習
会の取り組み成果発表と交流会を開催
伊賀市教育集会所中学生交流会を実施しまし
た。
　参加者数計：４５名（参加生徒、引率スタッフ、
指導者含む）

参加者アンケート
の満足度：99.5％

参加者アンケート
の満足度：95％

506 充実

伊賀市高校生・青年人権学習交流会を実施しま
した。
　参加者数計：56名
（高校生、青年・引率スタッフ等含む）
　内容：第1回　全国高校生・青年大会事前
                                           学習会（４２名）
　　　　第2回　広野教育集会所青年高校生との
                                              交流会（２５名）
　　　　第３回　インターネットにおける人権学習
                                             交流会（４１名）

参加者数：8,601人 参加者数：8,500人 継続

12部会の開催回
数：60回

開催回数：小学校
3.4.5年中学校
1.2.3年各１回
参加者数：414人

12部会の開催回
数：60回

開催回数：小学校
3.4.5年中学校
1.2.3年各１回
参加者数：410人

継続

開催回数：15回

開催回数： 1回
参加者数：159人
開催回数： 1回
参加者数：257人
開催回数：8回
参加者数：300人

開催回数：15回

開催回数： 1回
参加者数：200人
開催回数： 1回
参加者数：300人
開催回数：10回
参加者数：320人

継続

生
涯
学
習
課

部
落
差
別
を
な
く
す

人
権
尊
重
の
精
神
を
培
い

、
主
体
的
に
行
動
の
で
き
る
人
づ
く

り

【藤本委員】
〇いずれも参加者の満足度の
高い事業になっていることは評
価したい。
【岩佐委員】
〇どんな場面、場所でもコミュ
ニケーションが図れるよう、そ
の交流の工夫をさらに考慮し
ていただきたい。
【岡山委員】
〇更なる充実度を目指して継
続を。
【西井委員】
〇すべての参加者が差別をな
くしす仲間の存在とつながりを
確認できる有意義な場だと思
う。また、人権リーダーを育成
する観点からも重要な取り組
みだと思う。

教育集会所を中心に差
別をなくすために学習活
動を実施している小・中・
高・青年が交流事業を通
じて差別をなくす仲間と
のつながりを深めるため
の場となった。

【岩佐委員】
〇毎年、人権についての人権
問題、同和問題、部落差別問
題など恒例のように予算ありき
で継続、もう仕方のない事業と
あきらめムードを感じます。そ
れぞれの分野で行うとしても全
体的に内容、目的、対象などを
精査し、誰もが納得のいく事業
を目指していただきたい。
【岡山委員】
〇「他人ごと意識」の払拭はな
かなか難しい問題ではあるが
更なる機会の充実を願う。
【西井委員】
〇「学び」の機会や保証とその
連続性が、人権意識の向上に
大きく影響してくる。今後も学
習啓発活動の充実を積極的に
図られたい。

社会教育現場で人権同
和教育の推進を図るた
め、研修会等をとおして
部落問題をはじめとする
あらゆる人権問題を「自
分ごと」として捉え差別を
なくす行動に移せるよう
継続して実施することが
重要である。

4

①伊賀市社会同和教育指導員（条例７名のう
ち、１名）と臨時職員１名を任用し、伊賀市におけ
る社会同和教育の推進・充実と発展をめざししま
した。
②伊賀市内の人権同和教育の充実と発展に資
する目的で、伊賀市人権同和教育研究協議会と
上野社会同和教育研究会へ、人権同和教育研
究活動事業を委託しました。
③伊賀市・伊賀市教育委員会が主催・共催・後
援する、同和問題をはじめ、人権尊重と啓発の
研修・講演・学習会など、あらゆる機会をとらえ
て、人権同和教育の研究推進・人権啓発を行い
ました。
④いがまち公民館の同和教育研究事業を行い
ました

12,234

人
権
問
題
啓
発
活
動
の
推
進

8

同
和
教
育
研
究
推
進
事
業
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（いがまち）
・人権パネル展示
・人権図書コーナー設置
・公民館人権研修会

開催回数：2回
参加者：437人
蔵書数：345冊
開催回数：1回
参加者数：68人

開催回数：2回
参加者：500人
蔵書数：360冊
開催回数：1回
参加者数：70人

20 継続

人権・同和教育や人権
啓発を推進する指導者
の育成に努めます。

（阿山）
＊人権作文・ポスター展示

＊人権パネル展示

＊人権図書コーナー設置

＊人権同和問題学習講座

開催回数：1回
来館者数：582人
開催回数：7回
来館者数：5,682人
開催回数：１回
蔵書数：214 冊
開催回数：4回
参加者数：452人

開催回数：1回
来館者数：600人
開催回数：12回
来館者数：6,000人
開催回数：１回
蔵書数：210冊
開催回数：4回
参加者数：500人

101 継続

回覧・チラシ等で集客し
ている。人権啓発の効果
はあったと感じる。

（大山田）
＊人権パネル展示
＊人権図書コーナー設置
＊文化講演会

＊サークル団体等人権研修会

開催回数：12回
蔵書数：257冊
開催回数：１回
参加者数：40人
参加者数：20人

開催回数：12回
蔵書数：265冊
開催回数：1回
参加者数：50人
参加者数：40人

0 継続

文化講演会及びサーク
ル団体等人権研修会の
参加者増加のため、より
周知する必要がある。

（青山）
＊人権パネル展示

＊人権図書コーナー設置
＊公民館人権研修会

開催回数：12回
参加者数：3,900人
開催回数：4回
開催回数：2回
参加者数：83人

開催回数：12回
参加者数：4,000人
開催回数：４回
開催回数：2回
参加者数：85人

0 継続

幅広い年齢を対象に多
様な人権への取り組みと
して継続実施が必要で
ある。

子
ど
も
や
若
者
が

、
健
や
か
に
成
長
す
る
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の
推
進

青
少
年
健
全
育
成
事
業

〇第11回「輝け！いがっ子フォトコンテスト」を実
施し、輝け！いがっ子憲章を周知・啓発を行っ
た。　　　　　　〇青少年健全育成推進大会　午前
の部　人形劇「てぶくろをかいに」　午後の部　講
演会「子どもたちの輝く未来のために～今、私た
ちにできること」を開催した。
〇伊賀市青少年育成市民連絡会議へ青少年育
成活動事業の補助をし、地域住民との交流、世
代間交流、自然の中での体験など各団体の特色
を生かす事業を実施した。
〇青少年非行防止活動強化月間（７月）、子ど
も・若者育成支援強調月間（11月）、未成年者喫
煙防止キャンペーンとして青少年健全育成市内
一斉活動を実施した。
〇伊賀市青少年ネットワークづくり研修会、伊賀
地区こどもわかもの育成支援のための支部研修
会開催した。

青少年健全育成
推進大会参加者
数
　午前の部
　　人形劇210人
　午後の部
　　講演会57人

青少年健全育成
推進大会
（人形劇・講演会）
参加者数：200人

2,539 継続

青少年を取り巻く状況を
把握し、健全育成活動に
取り組む体制が、各地区
育成団体において、基盤
ができている。

【藤本委員】
〇健全育成は現在も重要だ
が、長年の活動の中で行事が
マンネリ化していないか検討さ
れたい。
【岩佐委員】
〇地域で育む意識や、小さな
取組みに1人1人が関われるこ
とが、望ましいと思います。
【岡山委員】
〇事業の充実という意味では
一定の評価がなされるが、子
供たちの環境の変化は著しい
ものがあり、その変化に対応す
べき対策や事業の取り組みも
今後の課題ではないかと思う。

生
涯
学
習
課

部
落
差
別
を
な
く
す

【藤本委員】
〇各地域の講演会において、
地域役員や学校、企業、組織
関係者に加え、一般住民が交
互に多数参加できるよう工夫を
続けてほしい。
【岡山委員】
〇啓発事業は根強い継続が大
切だと思う。多少の地域間格
差はあるように思えるが、引き
続き学習機会の充実を図られ
たい。

人
権
問
題
啓
発
活
動
の
推
進

8

同
和
問
題
啓
発
事
業
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2018年度実績値 2019年度目標値
評価委員の意見

所
属

事業概要
(2018年度の取組内容）

指　標
方向性

施
策

努力目標 取組事業名
決算額
（千円）

内部評価
（方向性）

放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業

○放課後子ども教室
　伊賀市内で３つの教室を実施しました。
柘植教室：柘植放課後子ども教室運営委員会
　　毎週水曜日の放課後から午後６時まで。長期
休業中は午前７時から午後６時まで。
西柘植教室：西柘植放課後子ども教室運営委員
会
　　毎月４回（水曜）。放課後から午後６時まで。
長期休業中は午前９時から午後５時まで。
古山教室：古山放課後子ども教室運営委員会
　　毎週水金曜日の放課後から午後６時まで。長
期休業中は午前８時３０分から午後６時まで。

〇放課後子どもプラン施策検討委員会の開催
日時：平成３０年１１月１４日（水）
　　　　西柘植放課後子ども教室及び西柘植放課
後児童クラブ見学後に会議
内容：国が策定の「新・放課後子ども総合プラン」
紹介
　　　伊賀市の放課後児童クラブや放課後子ども
教室の現状

教室１回あたりの
平均利用児童数
（全教室計）：  11
人

教室１回あたりの
平均利用児童数
（全教室計）：12人

2,271 継続

それぞれの教室で工夫
をし、特に長期休みや休
日などには普段出来な
い体験イベント等を開催
してくれている。

【藤本委員】
〇教室スタッフの人材確保、基
本的対応の統一、運営レベル
の維持のために、スタッフの研
修機会を設けてはどうか検討
されたい。
【岡山委員】
〇子ども達の安心安全の環境
づくりに不可欠な事業である。
放課後児童クラブとの連携をさ
らに工夫されたい。

青
少
年
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
運
営
経
費

〇街頭補導活動：毎月４回の定時補導等を実施
した。
〇青少年相談活動：市広報などを通して、電話
や面談による青少年相談活動の周知を行った。
〇環境浄化活動：青少年にとって有害な環境点
検のパトロールを三重県任命立入調査員の協力
を得て、コンビエンスストア・書店・小売店へ出向
き、低俗な広告物・有害玩具・不良環境などの排
除への協力を行った。

被補導少年数：25
人

被補導少年数：20
人

5,191 継続

青少年を取り巻く劣悪な
社会状況を一早く把握す
ると共に、関係機関、関
係団体と連携し、補導活
動等が必要な場所等を
随時検討し、補導ルート
などの改善を行い、対応
を行った。

【加納委員】
〇指標について、定時の補導
は様々な団体から参加してくれ
ているので、その人数を指標と
してはどうか。
【岡山委員】
〇定時補導の実施については
十分に行われていると思うが、
最近のスマホの普及による問
題点が山積みであると思う（大
人も含めて）。この対策や啓発
の実施が緊急課題ではないで
しょうか。

青
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2018年度実績値 2019年度目標値
評価委員の意見

所
属

事業概要
(2018年度の取組内容）

指　標
方向性

施
策

努力目標 取組事業名
決算額
（千円）

内部評価
（方向性）

（いがまち）
〇夏、冬の体験教室 開催回数：2回

参加者数：104人
(夏季）
参加者数：80人
（冬期）

開催回数：2回
参加者数：100人

〇小中学生下校時パトロール 開催回数：15回 開催回数：18回

〇非行防止夏季夜間パトロール 開催回数：1回
参加者：43人

開催回数：1回
参加者：50人

〇家庭教育講演会 開催回数：1回
参加者数：29人

開催回数：1回
参加者数：50人

（島ヶ原）
〇夏、冬の体験教室

　
開催回数：32回
参加者数：124人

　
開催回数：25回
参加者数：100人

〇非行防止事業 開催回数：1回
参加者数：17人

開催回数：1回
参加者数：20人

〇体験型学習 開催回数：17回
参加者数：578人

開催回数：10回
参加者数：300人

（阿山）
〇青少年非行防止パトロール 開催回数：4回

参加者数：59人
開催回数：4回
参加者数：70人

〇人づくり市民会議事業連携 開催回数：20回
参加者数：499人

開催回数：16回
参加者数：500人

（大山田）
〇むらびとづくり推進会議事業連携 開催回数：7回 開催回数：8回

0 継続

引き続きむらびとづくり推
進会議と綿密な連携を
深め、活動を推進してい
く。

（青山）
〇防犯ネットワーク会議 開催回数：2回 開催回数：2回

〇小中学生下校時パトロール 開催回数：85回 開催回数：85回

〇青山青少年育成会議事業連携 開催回数：11回 開催回数：11回

【岩佐委員】
〇各地域地道な活動に敬意を
表します。
【岡山委員】
〇青少年センターとの連携な
ど対策や啓発の充実をされた
い。

0 継続

街宣活動・パトロールや
各種啓発イベントなどの
継続により青少年健全
育成に対する啓発効果
はあると考える。

0 継続

今後も他課との連携によ
る継続実施を行う必要が
ある。

0 継続

青少年の自主・自立活
動並びに社会体験活動
等をとおして社会参加の
推進及び自立に向けた
支援に努めます。

0 継続

青少年非行防止パトロー
ルは地域の方のご協力
により回数等も増え、充
実してきている。また、体
験型学習については、自
ら考えて取り組めるよう
な場を設けたり、伝統行
事に参加したりする機会
を増やすことにより、参
加者も増えてきた。地域
社会との関わりを深め、
豊かな心を育めるよう努
力している。
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も
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、
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2018年度実績値 2019年度目標値

通年講座である悠々セミナー（９回）、脳＆足筋体幹
予防講座（８回）を実施した。

開催回数：17回、
参加者数：764人

開催回数：17回、
参加者数：800人

153 継続

概ね６０歳以上の人の
参加が多く、若い世代
の参加者を増やす工
夫が必要

初心者を対象にパソコン教室を行った。
開催回数：10回、
参加者数：87人

開催回数：10回、
参加者数：100人

66 継続

学習ニーズはあるが、
個人差があり、レベル
に応じた対応が必要

初めての講師サポート事業を実施し、６事業を採択
した。

開催回数：18回、
参加者数：114人

開催回数：15回、
参加者数：130人

17 継続

新たな講師の発掘の
機会になった。サーク
ルへの進展も見られ
た。

ゆかた着付体験、天神祭における着物の着付、だ
んじり乗車体験、写真教室に加えて、おりがみ教室
やハーバリウム教室を開催した。

開催回数：5回、
参加者数：78人

開催回数：3回、
参加者数：45人

92 継続

小学生と保護者を対象
に体験学習に取り組め
た。定員に満たない講
座があった。

上野児童福祉会連合会への委託事業（青少年健全
育成事業）

開催回数：3回、
参加者数：531人

開催回数：5回、
参加者数：600人

1,508 継続

青少年健全育成の観
点から継続実施が必
要である。

上野児童福祉会連合会への委託事業（ふるさと学
習事業）

開催回数：7回、
参加者数：104人

開催回数：6回、
参加者数：110人

100 継続

青少年健全育成の観
点から継続実施が必
要である。

いがっこ通信の発行を今年度から中止した。
発行回数：　回
（未実施）

－ 0 廃止

発行部数の減少に加
え、事業集約に関わる
業務量に対する効果
が少ない。

亥の春展として、子どもを対象とした絵画と一般対
象の絵馬の作品を募集し、期間中の掲載に努め
た。

参加者数：185人 参加者数：200人 94 継続

歴史のある取り組みで
あり、継続実施が必要

上野サークル協議会主催のサークルまつりの開催
を支援した。

サークル数：22 サークル数：22 120 継続

サークル活動の発表
の場として継続した支
援が必要

公民館サークルの育成を行った。 回数：２回 回数：２回 0 継続

サークル活動の育成を
図り、活動支援に取り
組んだ。

【藤本委員】
〇それぞれの地域で公民館が
趣味サークルの活動の場を提
供していることは意義深い。
いくつか、コーラスや芸能を趣味
で行っているグループの発表会
で入場料を徴収しているところ
があるが、この是非について検
討、整理できないか。
【岩佐委員】
〇地域によって内容、人数等が
違って当然ですが、同じような予
算にも幅があるようです。精査を
し、基準となるモノサシが必要か
と思います。
【岡山委員】
〇各地域それぞれの特徴ある
事業として継続を期待するととも
に、各サークル活動や講座・教
室の自立を支援すること、伊賀
全体での統一した事業への発
展に対する支援等推進された
い。

評価委員の意見
所
属

事業概要
(2018年度の取組内容）

指　標施
策

努力目標
取　組
事業名

施設 自己評価
決算額
（千円）

方向性
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2018年度実績値 2019年度目標値
評価委員の意見

所
属

事業概要
(2018年度の取組内容）

指　標施
策

努力目標
取　組
事業名

施設 自己評価
決算額
（千円）

方向性

上
野
公
民
館

上野公民館分館活動事業を２１分館へ委託した。
分館数：21、事業
数：46

分館数：21、事業
数：46

6,130 廃止

分館廃止後も生涯学
習活動推進のため、継
続した支援が必要

公民館一般講座
開催回数：38回、
参加者数：604人

開催回数：36回、
参加者数：700人

218 継続
学習内容の充実に努
めるとともに世代間の
交流を図ります。

公民館こども講座
開催回数：12回、
参加者数：222人

開催回数：12回、
参加者数：300人

75 継続
こどもの健やかな成長
をめざします。

読み聞かせ会
開催回数：29回、
参加者数：598人

開催回数：30回、
参加者数：600人

30 継続
想像力豊かな子どもの
育成に努めます。

やまなみ文化協会育成 回数：2回 回数：2回 299 継続
次世代につなげるた
め、人材育成を図りま
す。

やまなみ文化祭
開催回数：1回、
参加数：10団体

開催回数：1回、
参加数：13団体

0 継続
文化祭を通して、学習
成果の発表の場の提
供に努めます。

いがまち展覧会
開催回数：1回、
出展者数：761人

開催回数：1回、
出展者数：800人

40 継続

展覧会を通して、各種
団体、区、協会、老人
会等の作品展示の場
の提供に努めます。

いがまち分館（柘植公民館）活動事業
分館数：１、
開催回数：０

分館数：１、
開催回数：０

0 廃止
公共施設最適化計画
において、分館機能は
廃止します。

健康体操教室・初心者のパソコン教室・彩々教室・
歴史文学講座・園芸教室（共通講座　島ヶ原開催）

開催回数：27回、
参加者数：384人

開催回数：26回、
参加者数：350人

210 継続

生涯学習の場を提供
することにより、いきい
きとした活動や活躍が
できている。

絵本の読み聞かせ教室
開催回数：21回、
参加者数：758人

開催回数：20回、
参加者数：600人

45 継続

親と子が心のふれあ
いを深めたり、読書の
おもしろさを知らせるこ
とができた。

生
涯
学
習
の
機
会
や
場
の
提
供
を
図
り

、
活
動
内
容
の
充
実

公
民
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経
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民
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2018年度実績値 2019年度目標値
評価委員の意見

所
属

事業概要
(2018年度の取組内容）

指　標施
策

努力目標
取　組
事業名

施設 自己評価
決算額
（千円）

方向性

文化サークルまつり演芸会
開催回数：1回、
参加者数：130人

開催回数：1回、
参加者数：100人

33 継続

日頃の練習結果を発
表することにより、意
欲、生きがいに繋がっ
ている。

文化作品まつり展覧会
開催回数：1回、
参加者数：643人

開催回数：1回、参
加者数：600人

57 継続

日頃取り組んでいる作
品を展覧することによ
り、意欲、生きがいに
繋がっている。

公民館サークルの育成 回数：3回 回数：3回 112 継続

住人の声を聞きなが
ら、生きがいをもって活
躍できるようサポートし
た。

一般対象講座
開催回数：5回、
参加者数：76人

開催回数：6回、
参加者数：80人

38 継続

子ども対象講座
開催回数：33回、
参加者数：442人

開催回数：33回、
参加者数：400人

226 継続

あやま芸能まつり
開催回数：１日、
参加者数：490人

開催回数：１日、
参加者数：450人

198 継続

あやま展覧会
開催回数：3日、
参加者数：1,161人

開催回数：3日、
参加者数：1,200人

4 継続

公民館サークルの育成 回数：8回 回数：8回 360 継続

読み聞かせの会
開催回数：21回、
参加者数：98人

開催回数：24回、
参加者数：110人

15 継続

講座・教室について
は、概ね住民のニーズ
のある内容で実施でき
た。また、公民館使用
登録団体が増加した。
芸能まつり、展覧会で
は、住民間の文化交
流を図ることができた。

阿
山
公
民
館

島
ヶ
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民
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公
民
館
事
業
経
費

生
涯
学
習
の
機
会
や
場
の
提
供
を
図
り

、
活
動
内
容
の
充
実

7

生
涯
を
通
じ

、
生
き
が
い
を
持
ち
活
躍
で
き
る

公
民
館

－15－



2018年度実績値 2019年度目標値
評価委員の意見

所
属

事業概要
(2018年度の取組内容）

指　標施
策

努力目標
取　組
事業名

施設 自己評価
決算額
（千円）

方向性

一般対象講座
開催回数：11回、
参加者数：111人

開催回数：15回、
参加者数：250人

48 継続

幅広い年齢層の参加
を考慮した教室・講座
を実施することができ
た。アンケート内容を
参考に継続し実施す
る。

子ども対象講座
開催回数：11回、
参加者数：224人

開催回数：14回、
参加者数：210人

38 継続

乳児から未就園児、小
学生を対象とした発達
段階に応じた教室を実
施することができた。

リズム運動教室（園児対象）
開催回数： 5回、
参加者数：175人

開催回数：6回、
参加者数：228人

60 継続

大山田保育園児（年
長）を対象としたリズム
運動教室を実施し、幼
児の発育発達の過程
における活動支援を
行った。

サークルの育成 回数：3回 回数：3回 200 継続

大山田文化サークル
団体への支援協力を
実施。公民館教室から
新しいサークルへの立
ち上げに結び付けるこ
とができた。

芸術文化祭（芸能大会）
参加団体数：
　　　　　 7団体

参加団体数：
　　　　　　8団体

0 継続

日頃の成果の発表の
場として、大山田サー
クル団体等に呼びか
け芸能大会を実施し
た。地域を超えた参加
の呼びかけが必要で
ある。

芸術文化祭（展覧会） 出展者数：802人 出展者数：900人 32 継続

日頃の成果の発表の
場として、大山田地区
の各種団体やサーク
ル団体等に呼びかけ
展覧会を実施した。

読み聞かせ会（図書室）
開催回数：23回、
参加者数：222人

開催回数：24回、
参加者数：230人

36 継続

子ども読書推進事業と
して、ボランティア団体
の協力により実施し
た。

大
山
田
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民
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2018年度実績値 2019年度目標値
評価委員の意見

所
属

事業概要
(2018年度の取組内容）

指　標施
策

努力目標
取　組
事業名

施設 自己評価
決算額
（千円）

方向性

読み聞かせ会（大山田小学校）
開催回数：43回、
参加者数：1,759人

開催回数：42回、
参加者数：1,700人

20 継続

子ども読書推進事業と
して、ボランティア団体
の協力により大山田小
学校での読み聞かせ
を実施した。

読み聞かせ（子育て支援センター他）
開催回数：5回、
参加者数：265人

開催回数：5回、
参加者数：145人

0 継続

子ども読書推進事業と
して、ボランティア団体
の協力により子育て支
援センターでの読み聞
かせを実施した。

まなびあおやま（一般）講座
開催回数：18回、
参加者数：278人

開催回数：18回、
参加者数：270人

30 継続

地域の人が生き生きと
過ごせるよう取り組み
を継続することが必要
である。

まなびあおやま（こども）講座
開催回数：7回、
参加者数：224人

開催回数：7回、
参加者数：230人

36 継続

子どもたちが日ごろ経
験できない様々な体験
を提供していくことが
大切である。

図書室公開講座『おはなし広場』
開催回数：6回、
参加者数：446人

開催回数：6回、
参加者数：450人

26 継続

図書室での公開講座
を通して読書をはじめ
学ぶことの楽しさを提
供することが大切であ
る。

地域芸術向上支援事業
開催回数：5回、
参加者数：288人

開催回数：5回、
参加者数：290人

44 継続

地域で芸術等に取り組
む活動を支援すること
で地域の芸術力を高
め活動する市民を増
やすことにつながって
いる。

地域学習講座（青少年育成）
開催回数：5回、
参加者数：330人

開催回数：5回、
参加者数：330人

115 継続

地域の伝統・文化等を
体験し学ぶことで郷土
の良さを知ることがで
きる。また、継承につな
がる。

生
涯
学
習
の
機
会
や
場
の
提
供
を
図
り

、
活
動
内
容
の
充
実

公
民
館
事
業
経
費

大
山
田
公
民
館

青
山
公
民
館

公
民
館

生
涯
を
通
じ

、
生
き
が
い
を
持
ち
活
躍
で
き
る

7

－17－



2018年度実績値 2019年度目標値
評価委員の意見

所
属

事業概要
(2018年度の取組内容）

指　標施
策

努力目標
取　組
事業名

施設 自己評価
決算額
（千円）

方向性

読み聞かせ会（青山図書室）
開催回数：19回、
参加者数：375人

開催回数：19回、
参加者数：380人

0 継続

図書室での読み聞か
せを通して読書への関
心を高めることができ
る。

読み聞かせ会（青山小学校等）
開催回数：41回、
参加者数：1,119人

開催回数：41回、
参加者数：1,120人

13 継続

小学校等に出向いて
読み聞かせを行うこと
で図書室に来る機会
がない子どもや保護者
に読書の楽しさを伝え
ることができる。

文化サークル連協芸能発表会
開催回数：1回、
参加者数：400人

開催回数：1回、
参加者数：400人

70 継続

日ごろの活動の発表
の場を提供することで
生涯学習への市民の
取り組み意欲を高める
ことができている。

ふるさと美術文化展覧会
開催回数：1回、
参加者数：314人

開催回数：1回、
参加者数：350人

17 継続

日ごろの活動の発表
の場を提供することで
生涯学習への市民の
取り組み意欲を高める
ことができている。

公民館サークルの育成 回数：4回 回数：4回 0 継続

講師としてサークルを
活用したり共催事業を
行うことで生涯学習へ
の市民の取り組み意
欲を高めることができ
ている。

青山分館活動事業
分館数：6、
事業数：48

分館数：6、
事業数：48

1,196 継続

各地域での取り組み
事業を共有・支援を行
うことで切磋琢磨した
取り組みが出来てい
る。

青
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民
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2018年度実績値 2019年度目標値

崇広中学校を中心に校区内小学校の教師、保
護者を対象に研修会等を開催し、校区内の一体
となった人権同和教育を推進した。崇広中学校
区地域ぐるみヒューマンフェスタを開催した。（崇
広中学校区地域ぐるみの人権・同和教育推進委
員会に委託）

（八幡）
開催回数：１回
参加者数：2,000人

（八幡）
開催回数：１回
参加者数：1,800人

380 継続

崇広中学校区内において人権
意識を高めることが出来て非
常に意義のあるイベントである
と考えています。

＊人権同和教育相談事業
日頃における人権同和教育の推進と合わせて、
保護者からの相談の機会として開設した。

（寺田）
開催回数：5回
参加者数：5人

（寺田）
開催回数：10回
参加者数：10人 継続

今後も相談しやすい関係づくり
を深めていく.

*中瀬ふれあい夏祭り人権トーク＆コンサート
幅広い市民への啓発活動として、夏祭り人権
トーク＆コンサートを開催。
*寺田フィールドワーク
地域や教員の要望に応じ、地区内フィールド
ワークを行うことにより差別の不合理さや差別を
なくすために行動する人たちの思いに触れ、人
権意識の向上を目指した。
＊小中人権同和教育講演会
小中のPTAと共催し、保護者を対象とした講演会
を開催した。

（寺田）
開催回数：9回
参加者数：1,560人

（寺田）
開催回数：10回
参加者数：1,400人

470 継続
地域住民との交流を図りつ
つ、差別撤廃に向けて発信し
啓発する場となった。

＊城東中学校区小３・６人権学習会/城東中学校
1年人権学習会　　　　　　　　部落差別をはじめと
するあらゆる面で差別の撤廃に向けて小中学習
会を開催した。

（寺田）
開催回数：10回
参加者数：581人

（寺田）
開催回数：9回
参加者数：540人

継続
対象となる児童の状況等を事
前に把握し、学年ごとにやり方
を工夫していく。

＊寺田教育を考える母（保護者）の会
部落差別に負けない、許さない子どもの育成と
学力保障を実現するため、課題解決に向けた部
落問題学習を行い、保護者同士のつながりを深
めた。
＊保小中連絡会
保・小・中・高の教員と寺田教育集会所が、地区
生の課題や部落問題について共通認識を持ち、
連携を取りながら月に一度、課題解決をはかっ
た　。
＊三者懇談会
保育園・小学校・中学校が、寺田教育集会所と
寺田支部と地区生の状況と人権教育について
共通認識を持つための懇談会を開催した。（年２
回ずつ）

（寺田）
開催回数：31回
参加者数：490人

（寺田）
開催回数：25回
参加者数：450人

継続
学校や関係団体と連携し、保
護者とも事業に参画するなど
積極的に進めてきた。

伊賀地区校区連絡会議
（前川）
開催回数：10回
参加者数：130人

（前川）
開催回数：10回
参加者数：130人

- 継続

児童・生徒の生活や学習に関
わる情報を保小中高で共有
し、同和教育の充実を図るた
めに継続して実施する。

【藤本委員】
〇長年の活動、取組みに敬意を表す
る。
崇広中や中瀬地区のように地域ぐるみ
で年間行事の一つになっているものも
あり、人権への理解につながってい
る。今後とも継続充実を期したい。
【岡山委員】
〇人権同和教育の推進に対する取り
組みには、各地域での積極さに敬意を
表するものがあるが、実施回数と参加
人数にばかり捕らわれている気がしな
いでもありません。内容の精査とその
裏付けとなる実態調査等の数字も気に
なります。
【西井委員】
〇教育集会所は、隣保館とともに差別
をなくす拠点であり、人権文化を構築し
ていく発信基地でもある。そうした考え
に立つ時、さらなる工夫と充実が求め
られる。

決算額
（千円）

方向性 評価委員の意見
所
属

施
策

努力目標
取　組
事業名

事業概要
(2018年度の取組内容）

指　標
自己評価
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決算額
（千円）

方向性 評価委員の意見
所
属

施
策

努力目標
取　組
事業名

事業概要
(2018年度の取組内容）

指　標
自己評価

＊大山田保育園解放保育懇談会
＊大山田小学校教育懇談会
＊大山田中学校教育懇談会

（奥馬野）
開催回数：3回
参加者数：96人

（奥馬野）
開催回数：3回
参加者数：100人

0千円 継続
子どもたちの実態をふまえ、幼
稚園、小中学校で懇談会を実
施し、解放保育・人権教育を充
実しました。

青山学校同和教育推進委員会
＊青山管内の保育園・小学校・中学校の連携を
図るため、事務局会の開催・人権研修会の開
催・機関紙の発行・実践交流会・実践報告集の
作成を実施した。

（老川）
開催数：年11回
延べ参加者数：105人

（老川）
開催数：年11回
延べ参加者数：110人 7

継続

管内の保小中の子どもの様子
が分かり、校種間でつながる
ことができた。今後も必要な取
り組みである。

保小中同和教育実践交流会
＊青山管内の保育園・小学校・中学校の職員の
人権意識の向上を図った。

（老川）
開催数：年5回
延べ参加者数：102人

（老川）
開催数：年5回
延べ参加者数：95人 9

継続

管内の保小中の教職員の人
権意識の向上の一助となり、
人権教育の周知につなげるこ
とができた。

推進委員会・実践報告書作成・推進委員会だよ
り発行
＊青山管内の保育園・小学校・中学校の教職員
の人権意識の向上を図った。
＊青山管内での学校人権同和教育の周知を
図った。

（老川）
開催数：年1回
参加者数：7人
発行：年1回
発行：年3回

（老川）
開催数：年1回
参加者数：7人
発行：年1回
発行：年3回

187
継続

管内住民に学校人権同和教
育の周知の一助となっており、
継続する必要がある。

部落差別によって奪われた文字や文化・生活を
取り戻すため、文字を中心とした学習活動や、差
別の不合理さを伝え差別をなくすための啓発活
動を共同作品の制作をつうじて行った。

（八幡）識字教室
開催回数：46回
参加者数：361人

（八幡）識字教室
開催回数：43回
参加者数：300人

136 継続
参加者同士が共同作品を製
作することでより繋がりのある
活動になっている。

生活講座、識字教室

（前川）
開催回数：98回
参加者数：1050人

（前川）
開催回数：95回
参加者数：1000人

- 継続
差別の結果による非識字を解
消するために識字活動を継続
して実施する。

生活講座、識字教室

（奥馬野）
開催回数：37回
参加者数：402人

（奥馬野）
開催回数：31回
参加者数：400人

217 継続

＊部落差別によって奪われた
文字や文化・生活を取り戻す
ため、文字を中心とした学習
活動や、差別の不合理さを伝
え差別をなくすための啓発活
動を共同作品製作を通じて行
いました。

【西井委員】
〇人権にかかわる県内の意識調査や
実態調査の結果を見ると、「人権侵害
を受けた」と答えた人の中でおよそ4割
前後の人が「誰にも相談しなかった」
「何もせず我慢した」と答えている。相
談体制の充実は喫緊の課題である。
人権教育推進事業の一層の充実を図
ることがそうした課題の一役を担うこと
になるのではないか。
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決算額
（千円）

方向性 評価委員の意見
所
属

施
策

努力目標
取　組
事業名

事業概要
(2018年度の取組内容）

指　標
自己評価

＊地域住民の教養を高める講座を開催した。
＊部落差別によって奪われた文字や文化・生活
を取り戻すため、文字を中心とした学習活動や、
差別の不合理を伝え、差別をなくすための啓発
活動を共同作品制作を通じて行った。
＊パソコン技術向上を図る教室を開催した。

（老川）
・生活講座
　　開催数：年19回
　　延べ参加者数121
人
・識字教室
　　開催数：年24回
　　延べ参加者数：136
人
・パソコン教室
　　開催数：年24回
　　延べ参加者数：122
人

（老川）
・生活講座
　　開催数：年20回
　　延べ参加者数110
人
・識字教室
　　開催数：年22回
　　延べ参加者数：100
人
・パソコン教室
　　開催数：年22回
　　延べ参加者数：95
人

161 継続
地域住民の生きがいのある生
活につながっており、継続する
必要がある。

地域の人々の暮らしと歴史を学び、差別を見抜
き差別をなくす仲間づくりと人権感覚豊かな子ど
もの育成を図った。

（八幡）
開催回数34回
参加者数：1,350人

（八幡）
開催回数：28回
参加者数：1,000人

30 継続
人権感覚豊かな子どもたちの
育成が図れている。

＊小学生地区学習会
地域の人々の暮らしと歴史を学び、差別を見抜き差
別をなくす人権感覚豊かな子どもの育成を図った。
＊子ども教室
学力保障と差別をなくす仲間づくりを進めるために、
長期休業期間に学習会や絵本読み聞かせ会を開催
した。

(寺田）
開催回数：28回
参加者数：1,016人
（寺田教科学習会）
開催回数：26回
参加者数：228人
（寺田小学生春・夏・冬
休み子ども教室）
開催回数：76回
参加者数：1,116人
（寺田絵本読み聞かせ
会）
開催回数：1回
参加者数：12人

(寺田）
開催回数：31回
参加者数：1,000人
（寺田教科学習会）
開催回数：25回
参加者数：200人
（寺田小学生春・夏・
冬休み子ども教室）
開催回数：65回
参加者数：750人
（寺田絵本読み聞か
せ会）
開催回数：1回
参加者数：15人

63 継続

地域探検などのふれあいを通
し、学力保障とともに生活体験
を増やす活動をした。　少子化
により人数が減少する中、今
後も差別をなくしていく仲間と
して団結していく必要がある。

小学生地区学習会を行った。

(下郡）
開催回数：42回
参加者数：601人

(下郡）
開催回数：37回
参加者数：512人

- 継続
対象者が減少する中、他地区
の児童も含めて実施できたこ
とで内容が充実した。

小学校地区学習会

（前川）
開催回数：39回
参加者数：1,510人

（前川）
開催回数：35回
参加者数：1,500人

- 継続
部落差別を見抜き、差別をなく
す仲間づくりを進める学習を
実施する。

【西井委員】
〇人権推進リーダー育成という観点か
らも、「地域学習会や「友の会」のさらな
る充実を期待したい。
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決算額
（千円）

方向性 評価委員の意見
所
属

施
策

努力目標
取　組
事業名

事業概要
(2018年度の取組内容）

指　標
自己評価

夏季学習会・冬季学習会を実施し、補充学習、体験
学習をつうじて学力保障、仲間づくりや地域交流を
図った。

（奥馬野）
開催回数：２５回
参加者数：８６７人
（ﾗｲﾄﾋﾟｱ子ども会）
開催回数：１１回
参加者数：１０６人

（奥馬野）
開催回数：２０回
参加者数：９００人
（ライトピア子ども会）
開催回数：１５回
参加者数：１５０人 - 継続

地域の小学生を対象として夏
休み・冬休み期間に、確かな
学力を身につけ、課題や復習
問題に取り組む機会を提供し
た。あわせて、保護者とともに
体験活動を行い地域交流や
仲間づくりが図られている。

将来の展望を持ち、仲間とともに自己実現を図っ
ていく学習会の開催

（八幡）中学生地区学
習会
開催回数：38回
参加者数：607人

（八幡）中学生地区学
習会
開催回数：40回
参加者数：600人

152 継続
中学生の学力向上と人権意識
の向上に寄与している。

中学生地区学習会・高校生友の会を開催した。

（下郡）
開催回数：30回
参加者数：532人
（下郡高校生友の会）
開催回数：4回
参加者数：24人

（下郡）
開催回数：33回
参加者数：575人
（下郡高校生友の会）
開催回数：12回
参加者数：50人

- 継続

地区学習会では対象者が減
少する中、他地区の生徒も含
めて実施できたことで内容が
充実した。
友の会は高校生が少ないため
社会人も含めて募集をしたも
のの、参加意識の向上に至っ
ていない。ただし相談窓口とし
て残しておきたい。

＊中学生地区学習会
地域の人々の暮らしと歴史を学び、差別を見抜
き差別をなくす人権感覚豊かな子どもの育成を
図った。

（寺田）
開催回数：34回
参加者数：312人
(寺田教科学習会)
開催回数：52回
参加者数：290人
（寺田高校生友の会）
開催回数：37回
参加者数：133人
（寺田小中高合同地区
学習会）
開催回数：2回
参加者数：105人

（寺田）
開催回数：36回
参加者数：450人
(寺田教科学習会)
開催回数：47回
参加者数：350人
（寺田高校生友の会）
開催回数：12回
参加者数：30人
（寺田小中高合同地
区学習会）
開催回数：4回
参加者数：100人

190 継続

小・中・高校生の縦のつながり
を意識した事業を取り入れて
きた。今後の活動のリーダーと
して育成していく。
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方向性 評価委員の意見
所
属

施
策

努力目標
取　組
事業名

事業概要
(2018年度の取組内容）

指　標
自己評価

中学生地区学習会・高校生友の会

（前川）
開催回数：93回
参加者数：1520人
（前川・わかもの＆スク
ラム）
開催回数：3回
参加者数：81人

（前川）
開催回数：90回
参加者数：1,400人
（前川・わかもの＆ス
クラム）
開催回数：3回
参加者数：90人

- 継続

部落差別の解消を目指し、行
動に移せる生徒を育てる学習
を実施する。
また、差別解消に取り組んで
いる青年層と次の世代（中・
高）との交流を深める。

中学生地区学習会

（奥馬野）
開催回数：28回
参加者数：430人

（奥馬野中高生学習
会）
開催回数：8回
参加者数：52人

（奥馬野）
開催回数：30回
参加者数：450人

（奥馬野中高生学習
会）
開催回数：8回
参加者数：40人

奥馬野
332千円

学習会
28千円

継続

【中学校地区学習会】
＊地域の人々の暮らしや歴史
を学び、差別を許さない確か
な認識や豊かな人権時感覚を
もった仲間づくりを進め、基礎
学力をつけ未来を切り開く進
路保障の取り組みを進めまし
た。

【中学生高校生学習会】
＊夏休み・冬休み・春休みを
利用して、確かな学力を身に
つけ進路を保障していくため
に、課題や復習問題に取り組
む機会を提供しました。地域
在住の先輩や大学生等に講
師を依頼することで、勉強だけ
でなく将来のキャリアデザイン
を描くアドバイスも行っており
ます。

奨学金と保護者、学校関係者に対して、奨学金
の意義と人権同和問題に対する理解を深めた。

（八幡）
開催回数：2回
参加者数：154人

（八幡）
開催回数：2回
参加者数：180人 85 継続

奨学金の意義を保護者や学
校関係者に対して深く周知す
ることが出来る。

人権教育講演会、学習会を行った。

（下郡人権と平和学習
会）
開催回数：3回
参加者数：78人
（依那古草の根会議）
開催回数：1回
参加者数：210人
（上野南中学校区学習
会）
開催回数：1 回
参加者数：85人
（下郡老人クラブ学習
会）
開催回数： 1回
参加者数：64人

（下郡人権と平和学習
会）
開催回数：2回
参加者数：50人
（依那古草の根会議）
開催回数：1回
参加者数：200人
（上野南中学校区学
習会）
開催回数：1回
参加者数：100人
（下郡老人クラブ学習
会）
開催回数：1回
参加者数：60人

60 継続

他の主体と連携して実施でき
たことはよい啓発に結びつい
ているものと認識している。今
後も効果的な内容の講演会・
学習会を提供していきたいと
思います。
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努力目標
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事業概要
(2018年度の取組内容）

指　標
自己評価

人権教育講演会、学習会

（前川）
開催回数：1回(特別解
放講座）
参加者数：50人

（前川）
開催回数：1回(特別解
放講座）
参加者数：75人

- 継続
部落差別をなくす活動を広く伝
える場として継続して実施す
る。

人権教育講演会、学習会
＊青山管内の保育園・小学校・中学校の教職員
の人権意識の向上を図った。

（老川）
開催数：年3回
延べ参加者数：192人

（老川）
開催数：年3回
延べ参加者数：200人

9 継続
人権同和教育の推進の一助と
なっており、継続の必要があ
る。
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＊文化財保護審議会（３回）、文化財保護指導委
員会（１回）を開催し、２件を新たに文化財として
指定した。
＊指定文化財の調査・管理、史跡の草刈など環
境整備事業を実施した。
＊指定文化財の保存修理に補助金を支出した。
＊オオサンショウウオをはじめ天然記念物の保護
に努めた。
＊指定文化財の説明看板を１ヶ所設置した。
＊書籍『伊賀市の文化財』を販売し、文化財の啓
発に努めた。

指定文化財の調
査管理：62件

指定文化財の調
査管理：50件

5,156 継続

県内最多の指定文化財
が所在する当市では、
文化財の適切な保護・
保存と、周知に努めてい
る。

【東　委員】
〇上野天神祭がユネスコ無形
文化遺産に登録されたことは、
市民にとって大きな喜びであ
る。長く保存伝承されるよう修
理を続けてほしい。

＊県指定有形文化財春日神社拝殿の保存修理
事業（解体・地盤調査・木工事）を助言・指導・監
督した。

工事進捗率36％ 工事進捗率53％ 8,717 継続
事業主体である春日神
社と連携し、適切に修理
事業を進めた。

【岡山委員】
〇数字的には若干の進展はみ
られるが、投入予算から考える
と実績値及び目標値は論外に
思える。

＊国重要無形民俗文化財上野天神祭のダンジリ
行事の民俗文化財伝承・活用等事業（東町楼車・
鍛治町楼車）を助言・指導・監督した。

事業進捗率
（東町）70％

事業進捗率
（東町）100％
（福居町）20％

3,818 継続

事業主体である上野文
化美術保存会と連携し、
適切に修理事業を進め
た。

＊国重要文化財猪田神社本殿の保存修理事業
（屋根葺き替え）を助言・指導・監督した。

工事進捗率59％ 工事進捗率100％ 934 継続
事業主体である猪田神
社と連携し、適切に修理
事業を進めた。

文化財施設維持管理経費
＊直営２館（柘植，大山田）、指定管理４館の文
化財施設を適切に維持管理し、入館者を増やす
よう啓発した。

入館者数
12.29人／日

入館者数
13.40人／日

26,154 継続

文化財施設の周知に努
めるとともに、指定管理
者である伊賀市文化都
市協会と連携し、入館者
を増やすよう努めた。

【岩佐委員】
〇文化財施設は、伊賀市文化
都市協会との連携で、さまざま
なイベントが増えたことで周知
が高まってきていると思います
が、大半が無料、低料金となっ
ている。安くしないと人が来な
い、広がらないのではなく、お
金を払ってでも行きたくなる内
容を考慮し、伊賀の芸術文化
水準を高める意識を求めま
す。費用対効果ではありませ
んが、投資額が大きいのでは
ないのでしょうか。
入館者を増やす目的イベントも
よいが、収益にもつながる工
夫、内容を求めます。
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指　標
自己評価

埋蔵文化財発掘調査経費
＊対象となる民間・公共の開発事業がなかったた
め、埋蔵文化財の発掘調査を実施しなかった。

試掘調査件数11
件
立会調査件数7件

試掘調査件数5件
立会調査件数5件 0 継続

上野城高石垣計測事業
＊上野城の高石垣で定点測量を実施し、高さや
位置の変化を観察した。

測量実施地点数
16点

測量実施地点数
11点

262 継続
石垣崩落の危険性を把
握できるよう努めた。

【藤本委員】
〇年々整備されていて努力の
跡がうかがえる。今後も丁寧な
説明書きの設置を期待した
い。

歴史まちづくり事業
（歴史的風致維持向上計画進
捗管理事業）

＊伊賀市歴史的風致維持向上計画（上野、島ケ
原、青山）に基づき、２回の法定協議会、１回の庁
内会議を開き、計画変更を行った。

計画進捗率10％ 計画進捗率15％ 196 継続

庁内関係各課と連携し、
事業の進捗把握に努め
るとともに、重点地区地
域と協議を重ねた。

伊賀国庁跡保存整備事業
＊公有地化を実施した用地の除草作業等環境整
備を実施した。
＊史跡整備を図るため、基本設計を策定した。

史跡整備
進捗率：15％

史跡整備
進捗率：37％

7,200 継続

史跡整備を具体化する
ための第一歩である基
本設計を策定することが
できた。

【藤本委員】
〇市民が国庁の歴史を気軽に
学べるような憩いの場を作って
欲しい。
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貸出利用者数
　　計85,679人

貸出利用者数
　　計86,500人

86,055

上野：71,082人 上野：72,000人 82,442 充実
「交流型図書館」とし
て機能充実を図る必
要がある。

いがまち：3,719人 いがまち：3,200人 491 継続

利用の促進を図るとと
もに、地域住民に親し
まれる図書室運営を
目指した。

島ヶ原：368人 島ヶ原：400人 112 継続
少い数ではあるが近
隣市利用に繋がって
いる。

阿山：2,646人 阿山：3,000人 365 継続
身近で、利用しやすい
図書室づくりをすすめ
た。

大山田：3,805人 大山田：3,800人 336 継続
催し物の実施等により
図書室利用者数を促
進させる必要がある。

青山：4,059人 青山：4,100人 2,309 継続

２年後に控えている青
山支所との複合化に
向け調整を行ってい
る。

貸出冊数
計320,659冊
（うち児童書
130,393冊）

貸出冊数計
308,900冊
（うち児童書
120,300冊）

上野：271,593冊
（うち児童書
104,335冊）

上野：270,000冊
（うち児童書
100,000冊）

充実
新刊図書購入及び学
校図書館支援の充実
を図る必要がある。

いがまち：13,099
冊
（うち児童書
7,921冊）

いがまち：12,000
冊
（うち児童書
4000冊）

継続
地域の利用特性を生
かした貸出サービス
の推進を図った。

島ヶ原：761冊
（うち児童書
398冊）

島ヶ原：800冊
（うち児童書
300冊）

継続
広く情報発信を行い、
予約図書が増えてい
る。

【藤本委員】
〇時代に応じた様々な取り
組みを考え実施されている
ことがよく分かり、今後とも
新たな工夫と企画を続けら
れることを期待したい。
【加納委員】
〇「ナイトライブラリー」や「お
はなし電車」等工夫した取り
組みは今後も期待してい
る。
活字離れが急速に進む中、
改めて本を読むことの素晴
らしさ充実感に出会える機
会を市民に与える取り組み
を投入してほしい。
【岩佐委員】
〇趣向を凝らした取り組み、
今後も継続を期待します。

【藤本委員】
〇パソコンに単語を入力し
て関連図書が一覧できるよ
うになるとありがたい。
【岩佐委員】
〇高校生への何らかの取り
組みを検討していただきた
い。

自己評価 評価委員の意見
所
属

決算額
（千円）

方向性
施
策

努力目標 取組事業名
事業概要

(2018年度の取組内容）

＊「図書室だより」や分館の図書室広報誌等で、
新着図書、おすすめ図書の紹介や催し物等開催
の情報発信を行った。
＊図書館情報システム連携により、各図書館間
や三重県立図書館等との相互貸借貸出等、利便
性の向上を図った。
＊地域の特性を活かした図書室運営を行い、身
近な図書室ならではの読書活動推進に取り組ん
だ。
＊校園長会などを通じて団体貸出のPRを行うと
ともに、市内小学校へのセット文庫の定期配送
サービスを開始し、学校図書館支援を行った。

・図書の貸出

指　標

1

市
民
の
学
習
活
動
の
支
援

図書館管理経費
図書室管理運営経費
・ 図書館の利用促進

＊市民の生涯学習の場として、蔵書や資料の充
実、提供に努めた。
＊図書館未利用者の利用者を促進するため「ナ
イトライブラリー」や「夜の図書館探検」等を開催
し、図書館の仕組みを知ってもらうとともに、若い
世代を対象に、自分だけの本の表紙を作成する
「ルリユール講座」を開催した。
＊忍者月間には「忍者図書館」として、忍者特集
や特別企画展示を行い利用促進に努めた。

生
涯
を
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、
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が
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を
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ち
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で
き
る
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館
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用
者
サ
ー
ビ
ス
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2018年度実績値 2019年度目標値
自己評価 評価委員の意見

所
属

決算額
（千円）

方向性
施
策

努力目標 取組事業名
事業概要

(2018年度の取組内容）

指　標

阿山：10,304冊
（うち児童書
5,437冊）

阿山：11,000冊
（うち児童書
3,500冊）

継続
現状予算内で、バラン
スの取れた新刊購入
に心がけた。

大山田：12,743冊
（うち児童書
7,179冊）

大山田：12,500冊
（うち児童書
7,000冊）

継続
新着図書の紹介、イ
ベント開催の情報発
信を継続実施する。

青山：12,159冊
（うち児童書
5,123冊）

青山：12,500冊
（うち児童書
5,500冊）

継続

図書室内での講座や
関係事業を実施し図
書室の存在をＰＲし読
書活動推進に取り組
んでいる。

配送書籍数計
24,180冊

配送書籍数計
25,500冊

上野：9,130冊 上野：10,000冊 継続
相互貸借の活用及び
学校図書館と連携に
より、継続実施する。

いがまち：4,545冊 いがまち：4,600冊 継続
他の図書室と連携を
強化してｻｰﾋﾞｽ向上に
努めた。

島ヶ原：795冊 島ヶ原：900冊 継続
準新刊を入れることに
より、利用者も図書選
択が増えた。

阿山：3,395冊 阿山：3,500冊 継続
利用者の利便性確保
に寄与できた。

大山田：3,626冊 大山田：3,700冊 継続

上野図書館所蔵資料
の一時移管を実施す
るなど利便性向上に
努めた。

青山：2,689冊 青山：2,800冊 継続
配送サービス活用の
ＰＲを継続して行っ
た。

【東　委員】
〇上野図書館の駐車場が
満車で止められないことが
あるのが残念である。郵便
局の裏にもあるが体の不自
由な方には少し遠い。
【岩佐委員】
〇身近な地域での配送サー
ビスは、移動が不自由な方
や忙しい方にとって大変あり
がたいと思います。
【岡山委員】
〇スタッフの努力のたまもの
です。継続と一層の充実に
努められたい。

・図書の貸出

・図書配送サービス

＊図書館情報システムの連携及び配送サービス
により、身近な地域で市内各図書館所蔵資料を
受け取れる等、利便性の向上を図った。
＊市内小学校へセット文庫を配送し、児童の図書
利用促進を図る。

図
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2018年度実績値 2019年度目標値
自己評価 評価委員の意見

所
属

決算額
（千円）

方向性
施
策

努力目標 取組事業名
事業概要

(2018年度の取組内容）

指　標

開催数計302回 開催数計300回

上野：75回 上野：80回 継続
各ボランティアグルー
プや各団体と連携し、
継続実施する。

いがまち：54回 いがまち：30回 継続
想像力豊かな子ども
の育成に努める。

島ヶ原：21回 島ヶ原：21回 継続

子どもや高齢者の方
の笑顔を見ると、読み
聞かせの必要性を感
じる。

阿山：25回 阿山：24回 継続
ボランティアグループ
と連携し、本に親しむ
機会づくりができた。

大山田：67回 大山田：65回 継続
ボランティアグループ
や各団体と連携し、継
続実施する。

青山：60回 青山：80回 継続
ボランティアグループ
や各団体と連携し、継
続実施している。

特集実施数計124
回

特集実施数計126
回

上野：42回 上野：40回 充実

時事情報や市民ニー
ズをタイムリーに把握
しつつ、関連図書資
料を充実する必要が
ある。

いがまち：16回 いがまち：20回 継続
市民の読書への関心
を高める。

【東　委員】
〇書店に、特設コーナーが
増えてきていて、伊賀人であ
ることを誇らしく思うことがあ
る。
【岩佐委員】
〇郷土の歴史を知る、学ぶ
ことは関心も高いと思いま
す。会場が上野図書館だけ
でなく各地域でも開催を希
望します。（年1回でも）

【加納委員】
〇多言語での読み聞かせ大
変だと思いますが、機会を
増やしてほしいと思う。
外国籍の子ども達とその保
護者にとって、とても有意義
だと思う。
【東　委員】
〇たくさんの外国籍の子ど
もたちのために多言語読み
聞かせは喜ばしいことで、今
後も続けてほしい。
【岩佐委員】
〇市内各地でに読み聞かせ
サークルが活発に地域や学
校で活動されていますが、
学校教育の一環であるなら
ばまかっせっぱなしでではな
く、更に充実した内容のため
にも学校との検討を求めま
す。（年1回でも）
多言語での読み聞かせ会を
更に積極的に取り入れてい
ただき、人の友好も図れるよ
うなグローバル化を目指して
いただきたい。
【岡山委員】
〇スタッフの努力のたまもの
です。継続と一層の充実に
努められたい。

・読み聞かせ会等の実施

＊市内の各ボランティアグループの協力を得て、
子どもが本に親しむ機会づくりのため、各図書館
において、絵本や紙芝居の読み聞かせ会を実施
した。
＊学校などへ出向きブックトークや読み聞かせ会
を実施するほか、伊賀鉄道と連携し「おはなしで
んしゃ」を発車したり、他団体と連携し読み聞かせ
事業を行うなど充実を図った。
＊同じ題名の各国の絵本を活用し、多言語での
読み聞かせ会を開催した。

・特集コーナーの設置

3

＊「郷土の歴史夜咄会」を開催し、伊賀の歴史を
学ぶ機会を充実させるとともに、関連資料の歴史
企画展示を行った。
＊市民ニーズや時事情報を参考にテーマを決
め、関連資料特集コーナーを設け利用促進に努
めた。
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2018年度実績値 2019年度目標値
自己評価 評価委員の意見

所
属

決算額
（千円）

方向性
施
策

努力目標 取組事業名
事業概要

(2018年度の取組内容）

指　標

島ヶ原：2回 島ヶ原：13回 継続
これからもわかりやす
い配置づくりが必要。

阿山：25回 阿山：12回 継続
充実した特集コー
ナーづくりに努めた。

大山田：28回 大山田：20回 継続

時事情報や時期に応
じた親しみやすいコー
ナーづくりを継続す
る。

青山：21回 青山：21回 継続
地域と環境に応じた
実施を継続していく。

・読書感想文コンクールによる
読書活動啓発事業

＊読書感想文コンクールを実施し、全市民の読
書推進に努めた。

応募数：339点 応募数：350点 継続
継続事業として実施
する。

【岡山委員】
〇活字に慣れ親しむという
観点からも更なる目標値の
増加を願う。

図書購入冊数
      　計6,952冊

図書購入冊数
       計7,970冊

上野：6,000冊 上野：7,000冊 継続
歴史・貴重資料を有
効的に活用する必要
がある。

いがまち：300冊 いがまち：300冊 継続
市民のニーズを反映
した様々な分野の資
料の収集に努めた。

島ヶ原：16冊 島ヶ原：20冊 継続
要望に応えるべく資料
検索を行った。

阿山：190冊 阿山：200冊 継続
調べもの相談等の要
望があれば、納得い
ただけるよう努めた。

大山田：182冊 大山田：250冊 継続
市民が求めている資
料をできる限り収集す
るよう努めた。

青山：264冊 青山：200冊 縮小
購入予算の減額によ
り購入冊数を縮小せ
ざるを得ない。

【岩佐委員】
〇限られた狭いスペースの
中での工夫ご苦労様です。

【東　委員】
〇山論文書の有形文化財
指定は伊賀の歴史に一つの
光が当てられたということで
あり、今後の古文書発掘に
はずみがつくだろう。
【岡山委員】
〇古文書の存在の周知とそ
れに親しむ事業の実施を考
えたらどうであろうかと思う。
たとえば生涯学習の場とし
ての教材利用や勉強会の実
施等。

4

資
料
の
収
集
と
活
用
の
推
進

・資料の収集と活用

＊市民からのリクエストや司書が選書した新刊図
書などを購入し、資料の充実を図った。
＊古文献整理調査や古文書に関するレファレン
ス（調べもの相談）に取り組んだ。
＊古文書「山論文書」が市の指定有形文化財に
指定されたことを受け、関連講座を開催するとと
もに関連資料の企画展示を行い、広く市民に周
知した。

3

・特集コーナーの設置
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